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2019 年度「学び・遊び・つなぐ」プロジェクト報告 
 

柿内真紀・大谷直史 
 

はじめに 
 教員養成センターでは，2019 年度後期に，今年度で通算 6 年目となる「学び・遊び・つなぐ」プロジェクト

（2019 年度学長裁量経費（教育推進経費））を企画実施した。プロジェクトは以下のように，＜学び＞，＜遊 

び＞，＜つなぐ＞の 3 つで展開している。 

 

＜学び＞ 現職教員の方々から，授業づくりやクラスづくりの極意を学ぶこと，教職に就いた後に続く，教員

としてのさまざまなキャリア形成のあり方を学ぶことを目標として，授業づくり・学級づくりに力量のある現

職教員等を講師に招いた「学びの教室」および，昨年度に引き続き，好評であった採用後 3～4 年の若手教員等

を講師に招き，教職への不安や希望についてざっくばらんに語り合う「学びの座談会」（5 年目）を実施した。

これらのプログラムでは，教職関連授業と連携した内容やそれらの授業を補完する企画を組み，目指す教師像

を参加学生が模索する機会とした。また，本学出身の現職教員を講師に含むことによりロールモデルの提供も

目指したものである。講師の招へいについては，鳥取県教育委員会，鳥取市教育委員会と連携している。 

 

「学びの教室」（全 5 回） 参加者数のべ 289 人 
第１回 １０月１５日（火）５限 

講師：山根隆洋 教諭（鳥取市立未来福部学園）（英語） 
第２回 １０月２１日（月）５限 

講師：高原美喜子 教諭（鳥取県立鳥取聾学校）（幼児教育・特別支援） 
第３回 １０月３１日（木）５限 

講師：角南なおみ 特命助教（鳥取大学医学部）（生徒指導） 
第４回 １１月１９日（火）５限 

講師：大黒晃嗣 教諭（鳥取市立湖南学園）（義務教育学校） 
第５回 １１月２５日（月）５限 

講師：廣山直貴 教諭（鳥取県立鳥取湖陵高等学校）（理科） 
 
「学びの座談会」（全 1 回） 先輩教師（若手教員）と語る会 参加者数 69 人 

１１月７日（木）５限  
廣瀬佳奈子 教諭（鳥取市立美保南小学校） 
川嶋淳史 教諭（鳥取市立中ノ郷中学校） 

（コーディネーター：教員養成センター教員 片山敬子） 

 
＜遊び＞ 学生による教材を意識したゲーム作りの発表の場を兼ねて，ゲームだから伝えられることを考え

てもらうため，５種類のゲームを楽しんだ。SDGｓを楽しく学ぶ積木や駅名を使ったカードゲーム，国際理解

を進めるために多様性と他者性を考えるゲームなどが紹介された。 

 また，特別企画として，本を入り口に視野を広げ，教員としての営みを豊かにし，さらには学習のデザインや

アイデアの幅をひろげていくことを意図した試みとして，今年度もブッククラブを開催した。  

 

 

（３）スキルアップセミナー③ 6 月 29・30 日（土・日）参加大学生の数 24 人（うち鳥取大学 12 人） 

ちっちゃい探検隊①は，小学校 1 年生～3 年生の 45 人が参加した。前回のスキルアップセミナー②に

おいて企画した内容で大学生が運営した。 

 

 

 

 

 

 

 

（参加者の感想１）予定していた時間通りにはいかず，変則的ではあったが，何とか臨機応変に対応して

いくことができた。思いがけないハプニングや連携がうまくとれなかった場面もあったが，子どもたちが

レンジャーの世界観に染まり，活動を楽しんでいる様子が見られて安心した。 

（参加者の感想２）レンジャーとして，子どもたちを世界観に引き込むこと，指示が伝わるような話し方

を意識して取り組みました。スキルアップセミナー①から計画してきたことが成功して良かった 

です。 

（参加者の感想３）子どもの発想や想像力の豊かさには 

驚かされ，周りのことを思いやり，協力する場面も多く 

見られ，低学年にもすごい力があると思いました。今回 

は企画作りからすべてをやったうえで実行するという， 

非常に貴重な経験ができました。 

 

 

４ おわりに 

主催事業の最後は，自然の家の玄関でスタッフと大学生ボランティアが参加者のお見送りをします。活

動を終えて退所される参加者の多くの方に笑顔が見られ，やってよかったと充実した気持ちになります。

中には，帰りたくないと泣く子どももいて，一緒に涙ぐんでいる大学生ボランティアもいます。 

大学生ボランティアは，朝早くから，それぞれの場所を出発してやってきます。初めての参加のときは，

不安でいっぱいだったと思います。活動内容も，多くの人と関わり，自分の思うとおりに進むことばかり

ではありません。土日の主催事業が多く，次の日は，休む暇なく，月曜日の授業がある人もあるでしょう。

中には，次の日から教育実習という人もいました。このようにたいへんではありますが，えらいからこそ

得られるものがあると思います。大学生の皆さんは，「えらいときが 伸びるとき」ととらえて多くのこ

とにチャレンジしてほしいです。 

船上山少年自然の家では，企画から運営まで経験できる「スキルアップセミナー」，真夏の 4 泊 5 日「キ

ッズアドベンチャー」などの主催事業で大学生ボランティアを募集しています。多くの方の参加をお待ち

しています。 おいでよ船上山へ！ 

 

 

桑本康昭（鳥取県立船上山少年自然の家 所長） 
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「遊びの教室」（全１回） 参加者数 11 人 
第１回 １月２３日（木）５限  

人間形成コース２年生６名（地域調査実習）＋大谷直史（教員養成センター教員） 
 
「ブッククラブ」（全 5 回） 参加者数 47 人 
   開催日：１０月２４日（木）３限，２９日（火）３限，３１日（木）３限 
       １２月５日（木）３限，１２日（木）３限 

（コーディネーター：教員養成センター教員 柿内真紀） 

 

＜つなぐ＞ 子どもたちが育っていく社会は多様化，グローバル化している。そこには，地域ごとの課題も

あれば，ある社会全体，地球全体の課題もある。そして，学校は社会の変化を反映する。学校には不登校や非

行，虐待や発達障害，異なる文化など，生活上のさまざまな課題が持ち込まれる。そうしたことを前提にしなが

ら，これからの社会ではたらく教員として，どのようなつながりを持つのか／つながるのかを考える機会とし

て，次のような企画を実施した。①特別支援教育および教育相談をテーマにパネリストに招いた，「パネルディ

スカッション」のシリーズ，②近年新たに導入された学校内外連携概念である「チーム学校」を念頭おいたスク

ールソーシャルワーカーや，グローバル人材としての教員（または、グローバル人材を育てる教員）の観点から

教員のキャリア形成を促すことを念頭におき，鳥取県内の海外日本人学校（在外教育施設）経験教員等を講師

に招いた「つなぐ教室」シリーズ，③教育ボランティアをはじめ，福祉領域やサークルでのボランティア体験を

持ち寄り，それらの意味を考え交流するなかで，教職へとつなぐボランティア体験交流会（「つなぐ教室」シリ

ーズにて実施），④大学での教職の授業と教員採用とをつなぐことを意図し，教員採用試験を経験した４年生が

後輩に語る「つなぐ座談会」。 

 

「つなぐパネル」（全 2 回） 参加者数 のべ 216 人 
第１回パネル １０月２８日（月）５限 テーマ「特別支援教育」 
 （コーディネーター：教員養成センター教員 石本雄真） 

＜パネリスト＞ 大木公子 教諭（鳥取県立倉吉養護学校）＜特別支援教育コーディネーター＞ 
           大川祐子 教諭（鳥取市立修立小学校）＜LD 等専門員＞ 
 
第２回パネル １１月１４日（木）５限 テーマ「教育相談」 
 （コーディネーター：教員養成センター教員 石本雄真） 

＜パネリスト＞  松川智子 教諭（鳥取市立美保小学校） 
河本俊顕 教諭（鳥取市立青谷中学校） 

 
「つなぐ教室」（全 4 回） 参加者数 のべ 290 人 

第１回 １２月５日（木）５限 
講師：垣屋稲二良 スクールソーシャルワーカー（鳥取市教育委員会） 

第２回 １２月１２日（木）５限 
講師：谷本忠士 教諭（鳥取市立倉田小学校）＜ベルリン日本人国際学校） 

第３回 １２月１３日（金）５限 
講師：石井憲和 教諭（鳥取市立河原中学校）＜青年海外協力隊 パナマ＞ 

第４回 １２月１８日（水）５限 「ボランティアでしかつなげない」 
（コーディネーター：教員養成センター教員 大谷直史） 

    教育ボランティア等，さまざまなボランティア活動に参加している学生 
 
「つなぐ座談会」（全１回） ４年生が後輩学生に語る会 参加者数 5 人 
     １１月２７日（水）５限（コーディネーター：教員養成センター教員 片山敬子） 

 

 柿内真紀（鳥取大学教員養成センター） 

 大谷直史（鳥取大学教員養成センター） 
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